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　　　創刊號に電子顯微鏡の拙）・爲眞を

　　のせ，4月號に電子顯微鏡に關する
一　貧しい報告を書き，またまた電子顯

　　微鏡の話でもあるまいが，まあ，一

　　っ畳えの阿呆の悲しい話と思つてい

　　ただきたい．　　　　　　．

　　　昭和16年頃だつたと思うカ㍉科

　　學目本という難誌に「約20年前筆

　　者がBraun管を弄つていた頃陰極

　　フィラメントの像らしいものがしば

　　　しば螢光板上に現われることtcSaが

　　ついたが，當時はひたすらこれを除

　　　くことにのみ氣をとられ，電子線で

　．　物燈の像を結ばすことに氣付かなか

　　った，いまから考えると自分の想像

　　力の足亘なさは衛悦にたえない・し

　　かし自分だけでなくそれ以後も同じ
’　　ような實瞼を行つておられた人も多

　　いから，かならずや上記の現象を認

　　められたことと思うが電子顯微鏡は

　　　日本では生れなかった」と書いた．

　　　とこみが果して後に3，4人の人達

　　　から同じ経験をされたことを聞いて

　　私の推量も不當ではなかったと安心

　　　した．また或る人はこの現象を顯微

　　　鏡に利用することを考へて見たと話

　　　されて居たが，この人のいはれたこ

　　　とは事實であろうと認ぬたと同時に

　　　なんだか私自身も電子細（よる形象

　　　の利用に氣がついていたんではなか

　　　みうかという一illusionがわいてき

　　　た．よく登見とか爽明が行われた後

　　　で，あれなら自分も氣力｛ついて居た，

　　　という話を聞く．天かける想像の白

　　　鳥は創造の卵を生参，コPンブスの

　　『卵が艀化して青い幻想の妖鳥となっ

　　　て飛び立っともいうべ選だるうか．

’　　　電子顯微鏡の性能をみるため，ま

　　　ず簡輩な試料について篇曇をとる・

　。　その試料の一っとしてはしばしば酸

k

鰯垂灘懸鰺灘望
くみると，こんな簡輩な無機物でも

なかなか面白い構成を現わす．まず

像化マグネシウムではマグネシ1“　A’

フラツジそからの煙をコ・ジオン膜

「上kうけでζ轟を電子顯微鏡で橡鏡’

。　　　　え　眺

するのであるが，これは正方晶系の

大小のサイコロのっながりになつて

いることがみ：られる．享盤篇眞にし

てみるとサイコロは準面的につなカζ

つて一つの暦をつくり，これらの暦

がまた李行に幾重にもなつている・

大きいのは一邊の長さ1μ，小さいの

はその敷百分の一位といった程度の

ものがまざρている．酸化亜鉛の結

晶は酸化マグネシウ．ムより複雑なだ

けに様子がまた攣っている．この結

晶は互に等角度をなす4本の長い鯛

手をもち中には鰯手の向きに洋傘の

布に似た薄い水かきのような膜をも

つているものもある．もっともっく

り方によつて形は少し異る・亜鉛を，

サジなどの上にのぜて電熱器上で熱

するとほの白い煙をあげて燃えるが

この煙をとると上記の長い鯛手と蜜

い水かき歌の膜のものができる．こ

れに封し亜鉛棒を電趣としてアーク

放電を行い，それから出る煙を撮る

と鯛手も短かくまた水か嚢もなく，

金ZF糖か星朕の小さい粒子しかみら

れない．もっとも後の揚合は粒が小

，いさいことは煙の色が繭の揚合よP

も紫がかつていることからも推定は

できる．だから煙を冷たい硝子板に

うけた揚合これらの粒子が示す檬子

も蓮う．前の場合は亭蜘蛛の集のよ

　うな膜，後の場合はいわゆる天華紛

様のサラサラした粉にしかならない

　さらにこの粒子を立燈爲眞にとると

長い鰯手をもっもめで往向きが種々

　と異った大小の粒子の鯛手が互にか．

　らみ合いつながり合つて全髄として

は高暦建築物の鐵骨のような概観を

　呈し，見方によつ’Xは非常な批観だ．

　酸化亜鉛の結晶は六方晶系であるか

　ら鯛手の方向は六方晶系の柱軸であ

　り，その方向では結晶絡子向は非常

　に強い凝集力で結合されるので鰯手

　は長く伸びるが，長さに垂直な方向

　ではVan　der　W4af　s力しか働かな

　いため鰯手の結びっ＊方も小さく，

　從っそ粒子の集合ヵ批較的疎なので

　あらう．とこるでこの高暦建築物の

　骨組k樹する温度の影響は微妙らし

　い．同’じような條件下でも骨組が小

　さくな9たb’，Z｛Sべつたくなったり

　高くなつたり種々異なる．もちるん

　粒子の大きいものは直径数μのも

　のから10μμ以下と思われるものも
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相當敷混っている．一っの結晶粒と

いつても無数の原子の集合であるか

ら，統計論的1・Cいつても當然だるう・

しかし現在のわれわれの知識では，

この簡軍な無機物のつくる建造物で

すら解くことはできない．

　tそれにしてもわれわれのまわりの

生物界を眺めると，いかに多くの生

物がそれぞれの種類で大きさや形が

比較的整一になっていることだろう

全く不思議な念に打たれる．各生物

を構成する細胞はその大きさ，形i’C

よつてそれぞれ互に一定の配置をと

y，目，耳，手，胃，或は根，枝，

葉といったように門定の位置に一定

の機關をっくつている．それらの細

胞は酸化亜鉛よPずっと複難な構造

をもつ，これは組織が複雑なだけに

この組織を生じる境界條件が狭くな

り從つて組織も整畔になるとも考え

られ，又生物の獲生過程即ち劫初の｝

無機の世界から蛋白質を生じ，さら　．

に生物の世界に進んだこの過程には

現在のわれわれには十分知り得ぬ種

種の鰻媒やゲル等を含んだ混濁液申

ある一定條樽の撒億世代を要したも

のであるうと考えれば多少納得出來　　　／

るかもしれぬが，私には全く不思議

な感がする．生の起源に封しては大

方の科學者と同じく，唯物的な考え

しか持てぬ筆者ではあるが，極微の

世界の探索が現在より遙かに進んだ

としても，細胞ぱおるか菓種の一粒
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
をっくるにも未だ道の遠いことは認

めざるを得ない．長い地球の歴史に

よつてつくられた凡ての貴い生命に

樹して限りない愛着を感じると同時’

に高分子からヴァイラス及びバクテ・

　リアへと蓮綾する微粒界への探究に

封してあこがれがわく．

　最近慈悪馨大の寺田教授から憲與

」された論丈に細菌がそれより邊かに

小さい敷多のプアージにとりっかれ・・

苦悶の末，その内容物を吐＊だしな

　がら果敢なく死滅する爲眞があウ・

た．この微細な世界の避げ得玖れぬ

　闘争をみても生物界のはげしさが感．

　じられ，厭う可き細菌もこの爲眞を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？
　見るといじらしくなる．喚われるも

　のは喰われ残るべきものが残った筈
磯廊獅ても依然として自繍試1

・汰は愛と慈悲を超えてっつく・
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